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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　第１の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）送信をデコードし、前記第１のＰ
ＤＣＣＨ送信は、前記ＷＴＲＵがアップリンク永続的リソースを活性化することになるこ
とを表示し、
　前記アップリンク永続的リソースを使用して、１つまたは複数の送信を送り、
　第２のＰＤＣＣＨ送信をデコードし、前記第２のＰＤＣＣＨ送信は、前記アップリンク
永続的リソースに対する明示的な解放表示を含み、
　前記アップリンク永続的リソースに対する前記明示的な解放表示を含む前記第２のＰＤ
ＣＣＨ送信の受信に基づいて、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上でメディ
アアクセス制御（ＭＡＣ）制御要素（ＣＥ）を送信し、前記ＭＡＣ　ＣＥは、前記ＷＴＲ
Ｕが前記アップリンク永続的リソースの解放を確認していることを表示し、
　前記アップリンク永続的リソースを解放する、
　ように構成されたプロセッサを備えた、ＷＴＲＵ。
【請求項２】
　前記アップリンク永続的リソースの割り当ては、前記ＷＴＲＵが前記アップリンク永続
的リソースを活性化することになることを表示する前記第１のＰＤＣＣＨ送信を受信して
、Ｎサブフレーム後にトリガされる、請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３】
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　前記１つまたは複数の送信は、アップリンク音声データパケットを含むアップリンクデ
ータを送るために使用される、請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４】
　前記プロセッサは、第３のＰＤＣＣＨ送信をデコードし、前記第３のＰＤＣＣＨ送信は
、ダウンリンク永続的リソースに対する明示的な解放表示を含むようにさらに構成された
、請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項５】
　前記プロセッサは、前記ダウンリンク永続的リソースに対する前記明示的な解放表示を
含む前記第３のＰＤＣＣＨ送信の受信に応答して、肯定応答を送るように構成された、請
求項４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項６】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって実施される方法であって、
　前記ＷＴＲＵが、第１の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）送信をデコード
するステップであって、前記第１のＰＤＣＣＨ送信は、前記ＷＴＲＵがアップリンク永続
的リソースを活性化することになることを表示する、ステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記アップリンク永続的リソースを使用して、１つまたは複数の送信
を送るステップと、
　前記ＷＴＲＵが、第２のＰＤＣＣＨ送信をデコードするステップであって、前記第２の
ＰＤＣＣＨ送信は、前記アップリンク永続的リソースに対する明示的な解放表示を含む、
ステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記アップリンク永続的リソースに対する前記明示的な解放表示を含
む前記第２のＰＤＣＣＨ送信の受信に基づいて、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ）上でメディアアクセス制御（ＭＡＣ）制御要素（ＣＥ）を送信するステップであっ
て、前記ＭＡＣ　ＣＥは、前記ＷＴＲＵが前記アップリンク永続的リソースの解放を確認
していることを表示する、ステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記アップリンク永続的リソースを解放するステップと、
　を含む、方法。
【請求項７】
　前記アップリンク永続的リソースの割り当ては、前記ＷＴＲＵが前記アップリンク永続
的リソースを活性化することになることを表示する前記第１のＰＤＣＣＨ送信の受信後、
Ｎサブフレームでトリガされる、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つまたは複数の送信は、アップリンク音声データパケットを含むアップリンクデ
ータを送るために使用される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＷＴＲＵは、第３のＰＤＣＣＨ送信をデコードし、前記第３のＰＤＣＣＨ送信は、
ダウンリンク永続的リソースに対する明示的な解放表示を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＷＴＲＵは、前記ダウンリンク永続的リソースに対する前記明示的な解放表示を含
む前記第３のＰＤＣＣＨ送信の受信に応答して、肯定応答を送るステップをさらに含む、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記肯定応答は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）に送られる、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　第１の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）送信をデコードし、前記第１のＰ
ＤＣＣＨ送信は、前記ＷＴＲＵがアップリンク永続的リソースを活性化することになるこ
とを表示し、
　第２のＰＤＣＣＨ送信をデコードし、前記第２のＰＤＣＣＨ送信は、前記アップリンク



(3) JP 6568184 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

永続的リソースに対する明示的な解放表示を含み、
　前記アップリンク永続的リソースに対する前記明示的な解放表示を含む前記第２のＰＤ
ＣＣＨ送信の受信に基づいて、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上でメディ
アアクセス制御（ＭＡＣ）制御要素（ＣＥ）を送信し、前記ＭＡＣ　ＣＥは、前記ＷＴＲ
Ｕが前記アップリンク永続的リソースの解放を確認していることを表示し、
　第３のＰＤＣＣＨ送信をデコードし、前記第３のＰＤＣＣＨ送信は、前記ＷＴＲＵがダ
ウンリンク永続的リソースを活性化することになることを表示し、
　第４のＰＤＣＣＨ送信をデコードし、前記第４のＰＤＣＣＨ送信は、前記ダウンリンク
永続的リソースに対する明示的な解放表示を含み、
　前記ダウンリンク永続的リソースに対する前記明示的な解放表示を含む前記第４のＰＤ
ＣＣＨ送信の受信に基づいて、肯定応答の表示を送信し、前記肯定応答の表示は、前記ダ
ウンリンク永続的リソースの解放を確認し、物理アップリンク制御チャネル上で送信され
る、
　ように構成されたプロセッサを備えた、ＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記アップリンク永続的リソースに対する前記明示的な解放表示は、前記第２のＰＤＣ
ＣＨ送信の少なくとも１つの送信電力制御（ＴＰＣ）フィールドを使用して表示される、
請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記ＭＡＣ　ＣＥは、不連続受信（ＤＲＸ）サイクルの開始の表示を含む、請求項１２
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記ＷＴＲＵは、別のセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を使用するよ
うに構成された、請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この出願は無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＬ（ＵｐＬｉｎｋ：アップリンク）およびＤＬ（ＤｏｗｎＬｉｎｋ：ダウンリンク）
スケジューリングの基本は、動的スケジューリングである。ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ
　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ：長期進化型）無線通信システムにおいては、スケジューリング情
報は、ＴＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ：送信時間
間隔）の間にＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨ
ａｎｎｅｌ：物理ダウンリンク制御チャンネル）を介してＷＴＲＵ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　
Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ：無線送受信ユニット）に送信される。Ｌ
ＴＥにおいてＤＬおよびＵＬに対して半永続的スケジューリングを支援することは、ＲＡ
Ｎ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：無線アクセス・ネットワーク）のワー
キング・グループ（すなわち、ＲＡＮ２）によって合意されている。ＴＴＩの間に半永続
的にスケジューリングされたＷＴＲＵに対しては、最初のデータ送信に対してＤＬ／ＵＬ
許可（ｇｒａｎｔ）を送る必要はない。唯一の例外は、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄ
ｅ－Ｂ：発展型ノードＢ）が永続的リソース割り振り（ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）を無効に
することを必要とする時であり、それは本質的に滅多には起こらないはずである。さもな
ければ、ＤＬ／ＵＬ永続的リソース割り振りの唯一の目的が失われてしまう。ＶｏＩＰ（
Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に対する最適化として、
永続的スケジューリングがＤＬおよびＵＬの両方のために使用され、最初の送信に対する
リソースは永続的に割り付け（ａｌｌｏｃａｔｅ）され、そしてＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ
　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ：ハイブリッド自動再送要求）再
送信に対するリソースが動的に割り付けされる。
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【０００３】
　永続的リソース・スケジューリングは、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ：無線リソース制御）信号方式により構成設定されそして制御される（例えば
オンおよびオフされる）。例えば、リソース割り付けの周期性に基づいて永続的リソース
・スケジューリングを制御することができる。永続的スケジューリングに対して使用され
るＨＡＲＱプロセスは、ＲＲＣ信号方式を使用して提供される。
【０００４】
　永続的ＤＬ割り振りに対して使用される厳密なタイミング、リソース、およびトランス
ポート・フォーマット・パラメーターは、通常のＤＬ割り振りとしてＬｌ（Ｌａｙｅｒ 1
：レイヤー１）／Ｌ２（Ｌａｙｅｒ２：レイヤー２）の制御チャンネル上にて送られる。
例えば割り振りが格納されるべきであることを示すために、ＨＡＲＱプロセスＩＤ（ＩＤ
ｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ：識別子）を使用することができる。永続的ＤＬ割り振りが判
らないなら、これは肯定応答がない、またはＮＡＣＫ（Ｎｏｎ－ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｍ
ｅｎｔ：否定応答）の場合に発生するが、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ：発展
型ノードＢ）は割り振りを再送する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ＶｏＩＰサービスに対しては、ＤＬおよびＵＬの両方における半永続的リソースの解放
が重要である。そこで明示的リソース解放および黙示的リソース解放の両方について以前
に議論されているが、依然としてこれらの機能の実施方法に関して決定が為されねばなら
ない。
【０００６】
　その上、明示的および黙示的の両方の方法を使用する永続的リソースの解放、明示的ま
たは黙示的の何れかの永続的リソース解放のための手順、永続的リソース解放信号方式が
喪失したかまたは損傷した場合の障害時の取り扱い、永続的リソースの活性化のための新
しい信号方式、および永続的リソース割り付けの再構成のための新しい信号方式、を支援
するために可能な新規信号方式を明確化させる必要がある。
【０００７】
　ＬＴＥシステムにおいてのＵＬおよびＤＬ永続的リソースの活性化、非活性化、再構成
、および解放のための新しい信号方式および規則の必要性が存在している。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　ＬＴＥにおける、永続的リソースの解放を信号送出するための方法および装置が開示さ
れる。ＤＬ永続的リソースの解放の表示は、ＰＤＣＣＨを介してｅＮＢからＷＴＲＵによ
って受信される。表示が受信されたことを意味するＡＣＫ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ＡＣＫｎ
ｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ：肯定応答）が、ＷＴＲＵによって送信される。ｅＮＢが表示を
信号送出するために、ＰＤＣＣＨまたはＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ：媒体アクセス制御）ＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ：制御要素）を使用
することができる。ＰＤＣＣＨがＤＬまたはＵＬの永続的なまたは動的なリソース割り付
けのためのものであるかを信号送出するために、ＰＤＣＣＨの内容に少なくとも１ビット
を加えることができる。次にＤＬまたはＵＬ永続的リソースは解放され、そしてＤＬまた
はＵＬ永続的リソースが解放されたという表示が送信される。
【０００９】
　添付図面に関連して例として与えられる以下の説明から、より詳細な理解を得ることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】永続的リソースの解放を信号送出するように構成設定された無線通信システムを
示す図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
　これ以後参照されると、用語「ＷＴＲＵ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅ
ｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ：無線送受信ユニット）」は、限定的ではなく、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　
Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ユーザー機器）、移動体端末、固定型または移動体の加入者ユニッ
ト、ページャー、携帯電話、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔ
ａｎｔ：携帯情報端末）、コンピューター、または無線環境において動作する能力のある
他の如何なる種別のユーザー・デバイスをも含む。
【００１２】
　これ以後参照されると、用語「ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ：発展型ノード
Ｂ）」は、限定的ではなく、基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、サイト制御装置、Ａ
Ｐ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ：アクセス・ポイント）、または無線環境において動作す
る能力のある他の如何なる種別のインターフェイス・デバイスをも含む。
【００１３】
　図１は、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａ
ｎｎｅｌ：物理ダウンリンク制御チャンネル）１１５およびＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ：物理アップリンク制御チャンネル
）１２０上にて通信するＷＴＲＵ１０５およびｅＮＢ１１０を含む、無線通信システム１
００を示す。ＷＴＲＵ１０５は、送信機１２５、受信機１３０、処理装置１３５、および
バッファー１４０を含む。ｅＮＢ１１０は、送信機１４５、受信機１５０、および処理装
置１５５を含む。
【００１４】
　ＤＬ永続的リソースの解放の表示は、ｅＮＢ１１０中の送信機１４５により送信され、
そしてＰＤＣＣＨ１１５を介してＷＴＲＵ１０５の受信機１３０により受信される。ＷＴ
ＲＵ１０５中の送信機１２５はＥＮＢ１１０に、その表示が受信されたことを意味するＡ
ＣＫを送信する。バッファー１４０は、ＤＬ割り振りおよびＤＬ送信済みデータを格納す
るために使用される。ｅＮＢ１１０は表示を信号送出するために、ＰＤＣＣＨまたはＭＡ
Ｃ　ＣＥを使用することができる。ＰＤＣＣＨがＤＬの永続的なまたは動的なリソース割
り付けのためのものであるかを信号送出するために、ＰＤＣＣＨの内容に少なくとも１ビ
ットを加えることができる。次にＤＬ永続的リソースは解放され、そしてＤＬ永続的リソ
ースが解放されたという表示がＷＴＲＵ１０５中の送信機１２５によって送信される。
【００１５】
　明示的ＤＬ永続的リソース解放
　明示的信号方式を使用するＤＬ永続的リソースの解放を信号送出するための方法が開示
される。ｅＮＢ１１０からＷＴＲＵ１０５へＤＬ永続的リソースの解放を信号送出するた
めに明示的信号方式が使用される場合には、図１に示されるように、ＤＬ永続的リソース
の解放を信号送出するためにＰＤＣＣＨまたはＭＡＣ　ＣＥの何れかを使用することがで
きる。
【００１６】
　明示的信号方式にＰＤＣＣＨ１１５が使用される場合には、ＰＤＣＣＨ１１５がＤＬの
永続的または動的なリソース割り付けのためのものであるかを信号送出するためにＰＤＣ
ＣＨ１１５中に１ビットが加えられる。ＰＤＣＣＨ１１５に加えられた１ビットはまた、
別のＣ　ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄ
ｅｎｔｉｆｉｅｒ：セル無線ネットワーク一時識別子）を使用するように、または、ＴＰ
Ｃ（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：送信電力制御）フィールドなど何
か他のフィールドの予備の値を使用するように、ＷＴＲＵ１０５に信号送出することがで
きる。
【００１７】
　そして、ＷＴＲＵ１０５は、ＰＤＣＣＨ解放信号方式の受信を確認するためにｅＮＢ１
１０にＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する。あるいはまた、ＷＴＲＵ１０５がＤＬ永続的リソー
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スを解放した後に、ＷＴＲＵ１０５はｅＮＢ１１０に、ＤＬ永続的リソースの解放が成功
したことを確認するために表示を送信する。ＵＬ永続的リソースの解放に関しては、ｅＮ
Ｂ１１０は以前に割り付けされたリソースの検出が喪失したことにより黙示的にリソース
解放を確認する。
【００１８】
　永続的割り付けのために使用されなかったＰＤＣＣＨ上のフィールドは、ＤＬまたはＵ
Ｌ永続的リソースの解放を表すために使用することができる。例えばＴＰＣフィールド中
の２ビットを使用することができ、ここでは「００」はＤＬ永続的リソースの解放を表し
、そしてＴＰＣフィールドの２ビットの「０１」はＵＬ永続的リソースの解放を表すため
に使用することができる。
【００１９】
　ＤＬおよびＵＬ永続的リソースの解放を信号送出するために特別なＭＡＣ　ＣＥを使用
することができる。例えば、ＭＡＣ　ＣＥ中の２ビット「００」はＤＬ永続的リソースの
明示的解放を表すことができ、そして２ビット「０１」はＵＬ永続的リソースの明示的解
放を表すことができる。ＭＡＣ　ＣＥ中のビット数は変化させることができ、そして、Ｄ
ＬおよびＵＬ永続的リソース解放に対して別々の桁順列を予め定義することができる。
【００２０】
　ＷＴＲＵ１０５がＰＤＣＣＨの受信に成功しないか、または予め設定されたＭ回のＴＴ
Ｉ中にブラインド検出が何れの新しいＤＬ音声パケットをも表さないなら、その場合には
ＷＴＲＵ１０５はＤＬ永続的リソースを解放することができる。ＴＴＩは、永続的受信の
ために使用される。ＷＴＲＵの黙示的リソース解放としてこの方法を特徴付けることがで
きる。ＷＴＲＵ１０５が依然としてＤＬ動的トラフィックを受信可能かに依って、ＷＴＲ
Ｕ１０５は、長期または短期の何れかのＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅ
ｐｔｉｏｎ：不連続受信）サイクルに入るための規則に従うはずである。ＤＬ永続的リソ
ースの解放の後に、ＷＴＲＵ１０５がｅＮＢ１１０に表示を送信し、ＤＬ永続的リソース
の自律的解放についてｅＮＢ１１０に通知するか否かは、随意的である。次の利用可能な
周期的ＰＵＣＣＨを使用してまたは新しいＵＬ　ＭＡＣ　ＣＥを通して、この表示を送信
することができる。
【００２１】
　あるいはまた、ＷＴＲＵ１０５が有音部（ｔａｌｋ－ｓｐｕｒｔ）期間状態に入った後
にＷＴＲＵ１０５がｅＮＢ１１０から最初のＤＬのＳＩＤ（Ｓｙｓｔｅｍ　ＩＤｅｎｔｉ
ｆｉｃａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ：システム識別番号）を受信した場合には、ＷＴＲＵ１
０５は有音部期間状態が終了したと判断するため、ＷＴＲＵ１０５はＤＬ永続的リソース
を解放する。ＷＴＲＵ１０５は次に随意的に、ＤＬ永続的リソースの解放を表す表示をｅ
ＮＢ１１０に送信することができる。
【００２２】
　黙示的ＤＬ永続的リソース解放
　黙示的信号方式を使用するＤＬ永続的リソースの解放を信号送出するための方法が開示
される。ＷＴＲＵのＤＬ永続的リソースの黙示的解放に対する規則は、明示的ＤＬ永続的
リソース信号が受信されなかった場合の障害取り扱いと同様である。しかしながら、黙示
的ＤＬ永続的リソース解放を取り扱うためのＷＴＲＵ規則には相違がある。
【００２３】
　ＷＴＲＵ１０５がＰＤＣＣＨ１１５の受信に成功しないか、および／または予め設定さ
れたＭ回のＴＴＩ中にブラインド検出が何れの新しいＤＬ音声パケットをも表さないなら
、その場合にはＷＴＲＵ１０５はＤＬ永続的リソースを解放することができる。ＷＴＲＵ
１０５が依然としてＤＬ／ＵＬ動的トラフィックを受信可能か否かに依って、ＷＴＲＵ１
０５は、長期または短期の何れかのＤＲＸサイクルに入るための規則に従うはずである。
ＷＴＲＵ１０５が長期ＤＲＸサイクルから短期ＤＲＸサイクルに変化した、または短期Ｄ
ＲＸサイクルから長期ＤＲＸサイクルに変化した場合には、ｅＮＢ１１０が、ＷＴＲＵ　
ＤＲＸサイクルの変化を知り、そして誤ったサイクルのオンの期間にＤＬ信号方式を送信
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することを回避するように、ＷＴＲＵ１０５は新しいＤＲＸサイクルのオンの期間（また
はアクティブな時間）内にｅＮＢ１１０に変化を報告するはずである。
【００２４】
　ＤＬ永続的リソースの黙示的解放の後に、ＷＴＲＵ１０５は次にＤＬ永続的リソースの
自律的解放を表す表示をｅＮＢ１１０に随意的に送信ことができる。この表示はＤＬ永続
的リソースの解放を確認する。表示は、次の利用可能な周期的なＰＵＣＣＨを使用して、
または新しいＵＬ　ＭＡＣ　ＣＥを通して送信することができる。
【００２５】
　あるいはまた、ＷＴＲＵの有音部期間状態の後にＷＴＲＵ１０５がｅＮＢ１１０から最
初のＤＬのＳＩＤを受信した場合には、ＷＴＲＵ１０５は有音部期間状態が終了したと判
断するため、ＷＴＲＵ１０５はＤＬ永続的リソースを解放し、そして無音部期間に入る。
ＷＴＲＵ１０５は次に、随意的にＤＬ永続的リソースの解放を表す表示をｅＮＢ１１０に
送信することができる。表示は、次の利用可能な周期的なＰＵＣＣＨを使用して、または
新しいＵＬ　ＭＡＣ　ＣＥを通して送信することができる。
【００２６】
　明示的ＵＬ永続的リソース解放
　明示的信号方式を使用するＵＬ永続的リソースの解放を信号送出するための方法が開示
される。
【００２７】
　ＷＴＲＵ１０５がｅＮＢ１１０に送信するべきＵＬデータが全くないことを表すバッフ
ァー（またはパッディング（ｐａｄｄｉｎｇ））空きのＢＳＲ（Ｂｕｆｆｅｒ　Ｓｔａｔ
ｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ：バッファー状態報告）を、ＷＴＲＵ１０５がｅＮＢ１１０に送信し
た後に、ＵＬ永続的リソースの明示的解放の表示がｅＮＢ１１０からＰＤＣＣＨを使用し
て送信される。明示的ＵＬ永続的リソース解放の表示の送信は、ＷＴＲＵ１０５での受信
不成功の確率を減少させるために複数回発生させることができる。ＷＴＲＵ１０５は、随
意的にＡＣＫ／ＮＡＣＫによるフィードバックを提供することができる。明示的ＵＬ永続
的リソース解放の表示の送信は、他のＭＡＣ　ＰＤＵと相乗り（ｐｉｇｇｙｂａｃｋ）さ
せるか、または多重化することができる。明示的ＵＬ永続的リソース解放の表示は、次の
利用可能なＰＤＣＣＨを使用して、または新しいＤＬ　ＭＡＣ　ＣＥを通して送信するこ
とができる。
【００２８】
　ＵＬ永続的リソースがＷＴＲＵ１０５によって受信に成功した後に、次にＷＴＲＵ１０
５は、ＵＬ永続的リソースの解放を承認するための表示をｅＮＢ１１０に送信することが
できる。
【００２９】
　あるいはまた、ｅＮＢ１１０がそのＵＬ永続的リソース上にてその後のＵＬ送信を検出
しなくなった場合には、ＵＬ永続的リソースの解放の確認が黙示的に達成されたことにな
る。
【００３０】
　明示的ＵＬ永続的リソース解放信号がｅＮＢ１１０からＷＴＲＵ１０５へ送信された場
合に、表示が喪失し、またはエラーになる障害の場合がある。障害を取り扱うために、以
下の方法が開示される。
【００３１】
　ＵＬ永続的リソースの明示的解放の信号を送信した後にｅＮＢ１１０がＷＴＲＵ１０５
からＮＡＣＫを受信しない場合には、再送信の最大数に達するまで、ｅＮＢ１０はＵＬ永
続的リソースの明示的解放の信号を繰り返し送信する。ＷＴＲＵ１０５が空きのＢＳＲを
送信した後に、ｅＮＢ１１０からＵＬ永続的リソースの明示的解放の信号をＷＴＲＵ１０
５が受信するはずであることが期待されるサブフレームにて、ＷＴＲＵ１０５がｅＮＢ１
１０から何のフィードバックも受信しない場合には、Ｎ回のＴＴＩの後にＷＴＲＵ１０５
が何の新しいＵＬ　ＶｏＩＰパケットもバッファー中に持たないなら、ＷＴＲＵ１０５は
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自律的にＵＬ永続的リソースを解放する。
【００３２】
　あるいはまた、空きのＢＳＲを送信した後にｅＮＢ１１０からＷＴＲＵ１０５が何のフ
ィードバックも受信しなかった場合には、ＷＴＲＵ１０５はＵＬ永続的リソースを直ちに
解放する。
【００３３】
　あるいはまた、ＷＴＲＵ１０５が空きのＢＳＲを送信し、そしてｅＮＢ１１０から明示
的なＵＬ永続的リソース解放の信号を受信しなかった場合には、ＵＬ　ＳＩＤが利用可能
になるまで、ＷＴＲＵ１０５は、ＵＬ永続的リソースを解放しない。次にＷＴＲＵ１０５
は、ＳＩＤ送信のためのＳＲ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ：スケジューリン
グ要求）をｅＮＢ１１０に送り、ＷＴＲＵ１０５が有音部期間状態から無音部期間に遷移
したとｅＮＢ１１０が判定することを可能にする。その結果ＵＬ永続的リソースは、ＷＴ
ＲＵ１０５によってすぐに自律的に解放される。
【００３４】
　あるいはまた、ＷＴＲＵ１０５が、ＵＬ永続的リソースを解放しそして新しいＤＲＸサ
イクルに入った後に（ＤＬ／ＵＬ動的トラフィックに依存するが）、ＷＴＲＵ１０５はｅ
ＮＢ１１０にＵＬ表示を送信し、その表示が、ＵＬ永続的リソースの解放、およびＷＴＲ
Ｕ１０５をｅＮＢ１１０に同期させるための新しいＤＲＸサイクルの開始を意味する。こ
のＵＬ表示は、ＰＨＹ（ＰＨＹｓｉｃａｌ：物理層の）信号方式を使用して次のＰＵＣＣ
Ｈにて送信することができる。あるいはまたこのＵＬ表示は、新しいＭＡＣ　ＣＥまたは
ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：無線リソース制御）信号方式
としてＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ：
物理アップリンク共有チャンネル）によることができる。新しいＭＡＣ　ＣＥは、ＷＴＲ
Ｕ１０５によるＵＬ永続的リソースの黙示的解放を表す。
【００３５】
　黙示的ＵＬ永続的リソース解放
　黙示的信号方式を使用するＵＬ永続的リソースの解放を信号送出するための方法が開示
される。
【００３６】
　それ以上のＵＬ音声データ・パケットがないことをＷＴＲＵ１０５が検出した後に、Ｗ
ＴＲＵ１０５は、バッファー（またはパッディング）空きのＢＳＲ、ＰＵＣＣＨにおける
ＰＨＹ表示、またはＭＡＣ　ＣＥをｅＮＢ１１０に送信し、状態変化を表しそしてＵＬ永
続的リソースを直ちに黙示的に解放する。ＷＴＲＵ１０５は、Ｎ回の連続した半永続的サ
ブフレーム上にてバッファー（またはパッディング）空きのＢＳＲを送信する。
【００３７】
　代替の実施形態においては、ＷＴＲＵ１０５は、バッファー（またはパッディング）空
きのＢＳＲを１回だけ送信し、そしてＮ－１回の連続した半永続的サブフレームの間待っ
てから、バッファー中に利用可能な新しい音声データがあるか否かを判定する。この期間
にバッファーに新しい音声データがない場合には、ＷＴＲＵ１０５は、ＵＬ永続的リソー
スを解放する。
【００３８】
　あるいはまた、有音部状態に入って以来送信すべき最初のＵＬ　ＳＩＤパケットがＷＴ
ＲＵ１０５にあった場合に、ＷＴＲＵ１０５は、ＵＬ永続的リソースを解放する。ＷＴＲ
Ｕ１０５がＳＲを送った後に、またはＷＴＲＵ１０５が最初のＵＬ　ＳＩＤパケットを送
信した後に、ＷＴＲＵ１０５がバッファー中にＳＩＤパケットを有した場合には、ＷＴＲ
Ｕ１０５は、ＵＬ永続的リソースを解放することができる。
【００３９】
　あるいはまた、ＷＴＲＵ１０５がＵＬ永続的リソースを解放しそして新しいＤＲＸサイ
クルに入った後に（ＤＬ／ＵＬ動的トラフィックに依存するが）、ＷＴＲＵ１０５はｅＮ
Ｂ１１０にＵＬ表示を送信し、その表示が、ＵＬ永続的リソースの解放、およびＷＴＲＵ
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１０５をｅＮＢ１１０に同期させるための新しいＤＲＸサイクルの開始を意味する。この
ＵＬ表示は、ＰＨＹ信号方式を使用して次のＰＵＣＣＨにて送信することができる。ある
いはまたこのＵＬ表示は、新しいＭＡＣ　ＣＥまたはＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：無線リソース制御）信号方式としてＰＵＳＣＨによることができ
る。新しいＭＡＣ　ＣＥは、ＷＴＲＵ１０５によるＵＬ永続的リソースの黙示的解放を表
す。
【００４０】
　永続的リソースに対する活性化および再構成信号方式
　黙示的信号方式を使用する永続的リソースの活性化および再構成を信号送出するための
方法が開示される。ＤＬまたはＵＬの何れかの永続的リソース割り付けに対する開始時間
を表すために、ＰＤＣＣＨ１１５に新しいフィールドが加えられる。この新しいフィール
ドは、開始ＳＦＮ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ：無線フレーム番号）の形
体中にあることができる。あるいはまた、ＷＴＲＵ１０５が、永続的割り付けに対するＰ
ＤＣＣＨ１１５の復号化に成功した場合には、開始時間を使用することなく、ＤＬまたは
ＵＬの何れかの永続的リソース割り付けを起動することができる。ＤＬまたはＵＬ永続的
リソース割り付けは、永続的割り付けに対するＰＤＣＣＨ１１５の復号化に成功した後に
、次のサブフレームにて直ちにまたはＮサブフレームにて起動される。
【００４１】
　ＵＬまたはＤＬ永続的リソースの両方の再構成のために、ＲＲＣ信号方式を使用するこ
とに加えて、ＰＤＣＣＨ１１５またはＭＡＣ　ＣＥの何れかを使用することができる。永
続的リソースを再構成するためにＰＤＣＣＨ１１５および／またはＭＡＣ　ＣＥを使用す
る場合に、ＵＬまたはＤＬ永続的リソースを再構成するために以下を使用することができ
る。
　　１）無線リソースおよびトランスポート・フォーマットのみが再構成される必要があ
る場合には、ＰＤＣＣＨ１１５を使用して、ＰＤＣＣＨ１１５内容を大きく変更すること
なく新しいリソースおよびＴＦ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｆｏｒｍａｔ：トランスポート・
フォーマット）情報を含むことができる。
　　２）周期性および／または少なくとも１つの新しいＨＡＲＱプロセスなどの情報が、
リソースおよびトランスポート・フォーマットによって構成設定される必要がある場合に
は、新しいリソースおよびＴＦを再構成するためにＰＤＣＣＨ１１５およびＭＡＣ　ＣＥ
の両方を使用することができる。
　　３）周期性および／または少なくとも１つの新しいＨＡＲＱプロセスのみが再構成さ
れる必要がある場合には、永続的リソースの再構成のためにＭＡＣ　ＣＥのみを使用する
ことができる。
　　４）永続的リソースの構成設定または再構成のためにＰＤＣＣＨ１１５に新しいフィ
ールドが加えられ、その新しいフィールドが、周期性および少なくとも１つのＨＡＲＱプ
ロセスに対するパラメーターを含む。新しいフィールドは、周期性、少なくとも１つのＨ
ＡＲＱプロセス、厳密な開始時刻、リソース、およびトランスポート・フォーマットを含
む全ての必要なパラメーターの再構成のためにＰＤＣＣＨ１１５が使用されることを可能
にする。
　　５）周期性、少なくとも１つのＨＡＲＱプロセス、厳密な開始時刻、リソース、およ
びトランスポート・フォーマットを含む全ての必要なパラメーターの再構成のために、Ｍ
ＡＣ　ＣＥが使用される。
【００４２】
　実施形態
　１．
　ＤＬ（ＤｏｗｎＬｉｎｋ：ダウンリンク）永続的リソースの解放の表示をＰＤＣＣＨ（
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ：物理ダウンリ
ンク制御チャンネル）を介して受信するステップと、
　前記表示が受信されたことを意味するＡＣＫ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ＡＣＫｎｏｗｌｅｄ
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ｇｅｍｅｎｔ：肯定応答）を送信するステップと
を具備することを特徴とする前記ＤＬ永続的リソースを解放する方法。
　２．
　前記ＰＤＣＣＨが、前記表示を信号送出するために使用されることを特徴とする実施形
態１に記載の方法。
　３．
　前記表示を信号送出するためにＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
：媒体アクセス制御）ＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ：制御要素）が使用される
ことを特徴とする実施形態１に記載の方法。
　４．
　前記ＰＤＣＣＨがＤＬの永続的かまたは動的なリソース割り付けのためのものであるか
を信号送出するために、前記ＰＤＣＣＨの内容に少なくとも１ビットが加えられることを
特徴とする実施形態１～３の何れか１つに記載の方法。
　５．
　前記少なくとも１ビットが、別のＣ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ：セル無線ネットワーク一時識別子）を
使用することをＷＴＲＵ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎ
ｉｔ：無線送受信ユニット）に信号送出するために使用されることを特徴とする実施形態
４に記載の方法。
　６．
　前記少なくとも１ビットが、ＴＰＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
：送信電力制御）フィールド中に含まれることを特徴とする実施形態４に記載の方法。
　７．
　前記ＤＬ永続的リソースを解放するステップと、
　前記ＤＬ永続的リソースが解放されたという表示を送信するステップと
をさらに具備することを特徴とする実施形態１～６の何れか１つに記載の方法。
　８．
　ＤＬ（ＤｏｗｎＬｉｎｋ：ダウンリンク）永続的リソースの解放の表示をＰＤＣＣＨ（
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ：物理ダウンリ
ンク制御チャンネル）を介して受信するように構成設定された受信機と、
　前記表示が受信されたことを意味するＡＣＫ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ＡＣＫｎｏｗｌｅｄ
ｇｅｍｅｎｔ：肯定応答）を送信するように構成設定された送信機と
を具備することを特徴とするＷＴＲＵ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅｃｅ
ｉｖｅ　Ｕｎｉｔ：無線送受信ユニット）。
　９．
　前記ＰＤＣＣＨが、前記表示を信号送出するために使用されることを特徴とする実施形
態８に記載のＷＴＲＵ。
　１０．
　前記表示を信号送出するためにＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
：媒体アクセス制御）ＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ：制御要素）が使用される
ことを特徴とする実施形態８に記載のＷＴＲＵ。
　１１．
　前記ＰＤＣＣＨがＤＬの永続的かまたは動的なリソース割り付けのためのものであるか
を信号送出するために、前記ＰＤＣＣＨの内容に少なくとも１ビットが加えられることを
特徴とする実施形態８～１０の何れか１つに記載のＷＴＲＵ。
　１２．
　前記少なくとも１ビットが、別のＣ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ：セル無線ネットワーク一時識別子）を
使用することを前記ＷＴＲＵ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅｃｅｉｖｅ　
Ｕｎｉｔ：無線送受信ユニット）に信号送出するために使用されることを特徴とする実施
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　１３．
　前記少なくとも１ビットが、ＴＰＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
：送信電力制御）フィールド中に含まれることを特徴とする実施形態１１に記載のＷＴＲ
Ｕ。
　１４．
　前記ＤＬ永続的リソースが解放されることと、
　前記ＤＬ永続的リソースが解放されたという表示を前記送信機が送信することと
を特徴とする実施形態８～１３の何れか１つに記載のＷＴＲＵ。
【００４３】
　特徴および要素が上で特定の組み合わせにて記述されているが、それぞれの特徴または
要素は、他の特徴および要素なしで単独にて、または他の特徴および要素のあるなしに拘
わらず様々な組み合わせにて使用可能である。ここに提供される方法またはフロー図は、
汎用目的のコンピューターまたは処理装置による実行のための、コンピューターにて読み
取り可能な記憶装置媒体に組み込まれたコンピューター・プログラム、ソフトウェア、ま
たはファームウェアにて実施することができる。コンピューターにて読み取り可能な記憶
装置媒体の例としては、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ：リード・オンリー
・メモリ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ：ランダム・アクセス
・メモリ）、レジスター、キャッシュ・メモリ、半導体メモリ・デバイス、内蔵ハード・
ディスクおよび着脱可能ディスクなどの磁気媒体、磁気－光学媒体、ならびにＣＤ－ＲＯ
ＭディスクおよびＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ：デジタル多
用途ディスク）などの光学媒体が含まれる。
【００４４】
　適当な処理装置の例としては、汎用目的処理装置、専用目的処理装置、従来の処理装置
、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ：デジタル信号処理装置
）、複数のマイクロ処理装置、ＤＳＰコアに関連付けられた１つまたは複数のマイクロ処
理装置、制御装置、マイクロ制御装置、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉ
ｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ：特定用途向けＩＣ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉ
ｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）回路、他の何れかの種別の
ＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ：集積回路）、および／または状態マシン
が含まれる。
【００４５】
　ＷＴＲＵ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ：無線送
受信ユニット）、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ユーザー機器）、端末、基地局
（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
ｌｅｒ：無線ネットワーク制御装置）、または任意のホスト・コンピューターにおいて使
用するための無線周波数送受信機を実施するために、ソフトウェアに関連付けられた処理
装置を使用することができる。ＷＴＲＵは、ハードウェアおよび／またはソフトウェアに
て実施され、カメラ、ビデオ・カメラ・モジュール、テレビ電話、スピーカーフォン、振
動デバイス、スピーカー、マイクロホン、テレビ送受信機、ハンズフリー受話器、キーボ
ード、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））モジュール、ＦＭ（Ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　Ｍｏｄｕｌａｔｅｄ：周波数変調された）無線ユニット、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕ
ｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：液晶表示）表示ユニット、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａ
ｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：有機発光ダイオード）表示ユニッ
ト、デジタル音楽プレーヤー、メディア・プレーヤー、テレビゲーム・プレーヤー・モジ
ュール、インターネット・ブラウザー、ならびに／または任意のＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：無線ＬＡＮ）モジュールまたはＵＷ
Ｂ（Ｕｌｔｒａ　Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄ：超広帯域）モジュールなどのモジュールと連動し
て使用することができる。
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